Natural feature of Kyoto and Yamashina basins (II) by 立川, 正久
京都 ・山科盆地の自然(II)
立 川 正 久
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は じ め に
本著は,1989年12月発刊の教育学部論集 に掲載された同題(1)の 続編である。従 って目
次の番号が,IVより始まっていることに留意 されたい。
IV植 物
1植 生 状 況"
田端英雄(ig74)によれば,京都府の植生 は,おおむね暖帯常緑広葉樹林帯から温帯落葉樹
林帯に属 してお り,シイ林か らブナ林 までをみることが出来 る。原生林 は,小規模 な社寺林 を
除けば,由 良川源流域の約2,000haにわたるスギー ブナ林が唯一のものといえる。その他の
地域は,古 くか ら人為の加わった二次林で,京 都府の殆 ど全域 を里山で畑の如 くに細分 して利
用して来たのであるから,京都 ・山科盆地およびこれを取 り囲む丘陵や山地の殆 どが,二 次林
である。
図1は,京 都府の植生図であるが,こ れによれば,京都および山科盆地の回 りの山地 は,ポ
ンポン山付近のコナラ林,ミ ズナラ林 と北部以外の丘陵地の竹林 とを除けば,全部アカマツ群
落である。なお北山杉 と呼ばれて珍重される杉は,こ のアカマツ群落中に植林された杉林の も
,.
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のである。自然植生 は,前述の
通 り辛 うじて社寺林に残されて
来たのであるが,こ れも敗戦時
の混乱によって荒廃 させ られた
ものが多 く,現在 は細々 と面影
を止めているに過 ぎない。図2
で,京 都盆地の西北の平地,桂
川の右岸 に近い場所 にある松尾
神社(3の 地点)の ア ラカ シ
ー コジイ群落 は貴重な もので
あり,カギカズラ,ル リミノキ,
イズセンリョウ,ク ルマシダ,
ビロウゴなどの暖地性植物が生
育 し,特 にル リミノキ とシロバ
イとは特筆すべき種である。 こ
の神社の他に,京都盆地の南部
の丘陵上 にある石清水八 幡宮
(1)の社寺林 は,ア ラカシ群
落であるがコジイ林 もあり,特
記すべき種は,シ ロダモである。
植栽林 としてマダケ林がある。 図1京 都府植生図
同じくこの丘陵の麓にある狩尾(と がのお)社 のものは,
コジイ林である。山科盆地にある三之宮(4)は,ア ラ
カシ林であり,ケヤキの巨木がある。なおクスノキの植
栽林がある。若宮八幡宮(5)の ものは,ク ロガネモチ
ー ヤブニ ッケイ群落 とアラカシ林 であり,タブ とクロ
ガネモチは量が多 く特記すべきである。なおサクラとス
ギの植栽林がある。吉祥山安祥寺(6)の ものは,コ ジ
イ林であり,クロガネモチ,オ オキジノオとコジイの巨
樹 は,特記すべきものである。なお ヒノキの植栽林があ
る。折上神社,稲 荷神社(7)の ものは,ア ラカシ林で
あり,'モチノキ,ナ ナメノキは特記すべきものである。
図2京 都 ・山科盆地
の社寺林分布図
吉利久(き ちりく)八幡宮(8う のものは,コ ジイ林であり,コ ジイの巨木 とモチノキは特記
に値する。なおマダケとヒノキの植栽林がある。京都盆地内の西南部に位置する長岡天満宮
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(9)の社寺林 は,ア ラカシ林でタラヨウとナナメノキが特記すべきものである。 さて,社 寺
林が人為の加わらぬ天然林であるとすれぼ,京 都 と山科の両盆地 に人が住みつ く前の丘陵地 と
平地は,ア ラカシー コジイ群落に覆われ,そ の樹間にクロガネモチやヤブニッケイ等が覆い
繁っていたに違いない。
自然林の代表例 として,表1と2に 平地の松尾大社,丘 陵上の男山八幡宮の社寺林の植生調
・ 査票を掲げる(注)。次に社寺林では無いが,表3と4に 京都盆地の東側を画する丘陵状山地の西
斜面に当る円山公園裏山のアカマツ群落(サ カキー コジイ群落)と その南に接する清水寺裏
山のサカキー コジイ群落 を,表5に は,京都盆地の東東北隅にある銀閣寺大文字山のアカマ
ツ群落 を,更 に,そ の北方,安 曇川の源流域 に当る百井町のモ ミー シキミ群落を表6に,な
お,そ の西方に位置する花背町のクリー ミズナラ群落を表7に 掲げる。
(注)植 生調査表中の述語,記 号の説明
植 被 率:植 生 を地表面に投影 した面積の調査面積に対する百分率。
S:階 層(Stratum)
1高 木 層II亜 高 木 層
III低 木 層III'サ サ 層
IV草 木 層Vコ ケ 層
D・S:優 占度(Dominance)および群度(Sociability)
D・S欄 中に2・4と あるのは優 占度2,群 度4の ことであり,+と表示 されてい
るのは,+・1すなわち優先度+,群 度1の ことである。
優先度 と群度 は,そ れぞれ次の区分によるものである。
優 先 度
r:極めて稀に最小被度で出現する。
+:わ ずかな被度(1%以 下)を もち,小 数。
1:多数であるが被度 は低い。又 は,割合少数であるが被度が高い。
2:非常に多数,ま た調査面積の1/10～1/4をおおう。
3:調査面積の1/4～1/2をおおい個体数任意。
4:1/2～3/4をおおい個体数任意。
5:3/4以上をおおい個体数任意。
群 度
1:茎葉または幹が孤立 し,はなればなれに生育する。
2:団塊状 または束状 に生育する。
3:群をなして(小 斑またはクッション状 に)生育する。
4:小さなコロニーを生ずるが,広 い斑状,ま たは芝生状。
5:大群をなし,全地域 をおお う。
SPP.:種名
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表1植 生調査表(サ カキー コジイ群落)
京都市右京区松尾町松尾神社(Mt .) 、轡 万 京緬 南部糎
(地形)山 頂:尾 根:斜 面:上 ・中 ・下 ・凹 ・凸:谷:平 地(風 当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) 120 m
(土壌)ポ ド性 ・褐森 ・赤 ・黄 く麺 蓼 ・アン ド ・グライ ・ (日当)陽 ・ 中 陰 ・ 陰(方 位) NWN
縦 グライ ・沼沢 ・冲積 ・高湿草 ・非固岩屑 ・固岩屑 ・水 面下(土 湿)乾 ・適 ・湿 ・過湿(傾 斜) 40
(晧一層) (優先種) (高さm)(植 被率%)(胸 径cm) (種数) (面積) 30x40m2
(備考)
1高 木 層 シ イ ^-25 40 40 5 (出現種数)
II亜 高木層 シ イ ^-15 100 13
III低木 層 カナメモチ ^-5 70 17
III'ササ 層 ～
IV草 本 層 ペ ニシダ ^-0.5 20 27
ti
(群落 名) 1973年11月1日 調査 者 村田 ・田端
S D・S SPP. S D・S SPP. S D・S SPP.
1 3.3シイ 十 シ ャシャンボ 十 トウゲ シバ
1.1アラカ シ 十 ピサカキ 十 フユ イチゴ
十 スギ 十 コツ クバネ ウツギ r フジ
r カゴノキ 十 タカ ノツメ r メ ギ
r クスノキ 十 ナナメ ノキ r ル リ ミノキ
r カキ r ヌ リトラノオ
II 44 シイ r .クス ノ キ r シ ュ ロ
11 コ シア ブ ラ つる植物
11 カナメモチ r カギ カズ ラ
十 シャシャンボ
十 ア ラカ シ IV 1・1 ベニ シダ
十 サカキ 十 アオ キ
十 シロバイ 十 キジノオシダ
十 ヤブ ツバ キ 十 シイ
十 タカ ノツメ 十 カナメモチ,
'
r カ ラスザ ンシ ョウ 十 シロバ イ
r シロダモ 十 イズセ ンリョウ
つる植物 十 アラカシ
1噛
十 フジ 十 ギブツ/¥キ
r
十 カギカズラ 十 ヒ トツバ
十 シシガ シラ
III22 カナメモチ 十 オオキジノオ
22 ,シイ 十 マルバ ベニ シダ
12 アセビ 十 コ シダ
11 サカキ 十 コツ クバネ ウツギ
1.1シロバ イ 十 ヤマ ウル ツ
十 アラカシ 十 ア クシバ
十 ヤマウルシ 十 シ ュンラン
十 コウゾ 十 ヌカイタチ シダ
「
十 ヤブツバキ 十 コバ ノイ シカグマ
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表2植 生調査表(ア ヲカシ群落)
調査地 京都府綴喜鱒 八礁 硝 水・黼 東西醪 道(Mt. ) 、讐 万 京都酳 部橇
(地形)山 頂:尾 根:斜 面:上 ・中 ・下 ・凹 ・凸:谷:平 地(風 当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) 60 m
(土壌)ポ ド性 ・襟 ・赤 ・黄 く舞 ・ア ン ド・グライ ・ (日当)陽 ・ 中 陰 ・陰(方 位)
縦 グライ ・沼沢 ・冲積 ・高湿草 ・非固岩屑 ・固岩屑 ・水 面 下(土 湿)乾 ・適 ・湿 ・過湿(傾 斜)
(階 層) (優先種) (高さm)(植 被 率%)(胸 径cm) (種数) (面積) X ㎡
(備 考)
1高 木 層 アラカシ ." 6 (出現種数)
II亜 高木層 アラカシ .一　 10
III低木 層 アオキ ti 4
III'ササ 層 .,.,
IV草 本 層 ヤマアイ ～ 11
.一.,
(群落 名) 年 月 日 調査者
S D・S SPP., S D・S SPP. S D・S SPP.
1 3.3アラカ シ 十 シ ケシダ r
1 ム クノキ 十 セ ン トウソウ
1 ケヤキ 十 ノガ リヤス
十 クス ノキ r キ ランソウ
十 タ ラヨウ
十 カエデ
II 2 ア ラカシ
1 カナ メモ チ
1 ネズ ミモチ
1 ム ラサ キシキブ
1 ヤブツバ キ
十 サ カキ
十 ナナメノキ
十 イタ ビカズラ
r ヒノキ
r モチノキ
III2 アオキ
十 アラカ シ
r ニ ワ トコ
r サネカズ ラ
IV 2 ヤマ アイ
1 イズセ ン リョウ
1 リョウメンシダ
1 オオサ ンシ ョウソウ
1 ベニ シダ
十 ミゾシダ
十 フモ トシダ
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植生調査表(ア カマツ群落(サ カキー コジイ群落)
京都市東山区円山公園裏山(Mt .)1騨 万 京都鶇 龝
(地形)山頂:尾根 ㊥ 上・中・㊦ 凹 ・㊥:谷:平地 (風当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) m
(土壌)ポ ド性 ・褐 森 ・赤 ・黄 ・(郵 アン ド ・グライ ・ (日当)陽 ・ 中 陰 ・ 陰(方 位) NW
縦 グライ ・沼沢 ・冲積 ・高湿草 ・非固岩屑 ・固岩屑 ・水面下(土 湿)乾 ・適 ・湿 ・過湿(傾 斜) 28 0
(階 層) (優先種) (高さm)(植 被率%)(胸 径cm) (種数)
(備 考)
(面積) X ㎡
1高 木 層 アカマ ツ ・シイ ～28 40 アカマツ40シイ73.5 2 (出現種数)
II亜 高木層 シ イ ^-12 60 7
III低木 層 カナメモチ ^-5 70 21
m'サ サ 層 ti
IV草 本 層 ウラ ジロ ～0 .7 60 22
ti
(群落 名) 1973年10月18日 調査者 村田 ・田端
S D・S SPP. S D・S SPP. S D・S SPP.
1 2.1アカマツ r タマ ミズキ
2.1シイ r エゴノキ
II 2.1シイ N 2.3ウラ ジロ
1.1カナメモチ 1.2コシダ
十 コシアブ ラ 11 ベニ シダ
十 ソヨゴ 11 ツルア リ ドウシ
十 タカノ ツメ 11 カナメモチ
十 リョウブ 十 シイ
r ヒノキ r ヤマ ウル シ
r タカ ノツメ
III31 カナメモチ r ア クシバ
11 クロバイ r ササ クサ
十 シイ r ヒサカ キ
十 サカキ r エ ゴノキ
十 ピサカ キ r キ ジノオ シダ
十 タカ ノツメ r モチ ツツジ
r ヒノキ r ソヨゴ
r リョウブ r ヒノキ
r クス ノキ r リ ョウブ
r ヤマ ツツジ r アオ キ
r ネ ジキ r サル トリイバ ラ
r ア ラカシ r ア リドウシ
r ヤマ ウル シ r モチ ノキ
r シャシャンンボ r アオハ ダ
r ヤブツバ キ
r ソヨゴ
r アオ キ
r コバ ノガマ ズ ミ
r ウワ ミズザ クラ
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植生調 査表(サ カ キ ー コジイ群落)
京都市東山区清水寺裏山(Mt .) 騨 万京都東南亀
(地形順 尾根 ⑳ 上㊥ ・下・凹 ・㊥:谷:平 地(風 当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) m
(土壌)ポ ド性 ・褐森 ・赤 ・黄 遘 塵 〉 アン ド ・グライ ・ (日当)陽 ・ 中 陰 ・ 陰(方 位) W
縦グ ライ ・沼沢 ・冲積 ・高湿草 ・非固岩屑 ・固岩屑 ・水 面下 (土湿)乾 ・㊥ ・湿 ・過湿(傾 斜) 16
(階 層) (優先種)(高 さm)(植 被率%)(胸 径cm)(種 数) (面積) 20×30㎡
(備 考)
1高 木 層 シ イ ^-12 一100 21 4 (出現種数)
II亜 高木層 シ イ ^-6 40 11
m低 木 層 シイ・カナメモチ ～1.5 70 10
III'ササ 層 ."
IV草 本 層 ベニ シダ ^-0.6 5 16
...
(群落 名) 1973年10月18日 調査者 村田 ・田端
S D・S SPP. s D・S SPP. S D・S SPP.
1 5.5シイ r コシダ
十 コシア ブラ r タカノツメ
r タ マ ミズ キ' r ササ クサ
r アカマ ツ r シャシャ ンボ
r アクシバ
II 1.1シイ r ソヨゴ
鹽
1.1コシアブラ r リンボ ク
十 カナ メモチ r モチツツ ジ
十 リンボク r アラカ シ
十 クロバ イ r カマツカ
r ソヨゴ r コナラ
r エ ゴノキ r ピサカキ
r タカノツメ r コ バ ノガ マ ズ ミ ・
r ヤブツバキ r ウラ ジロ
r ピサ カキ
r アセ ビ
III11 シイ
11 カナメモチ
十 コバ ノ ミツバ ツツジ
十 アセ ビ
r カキ
r ネジキ
r ヤマ ウル シ
r コシアブラ
、
r ア ラカシ
r ヒノキ
IV r サル トリイバ ラ
r ベニ シダ
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表5植 生調査表(ア カマツ群落)
京都市左京区銀閣寺大文字山(Mt . ) ・讐 万 京都東北噛
(地形)山頂:尾根 ⑳ 上㊥ ・下 ・凹・㊥:谷:平地 (風当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) 180 m
(土壌)ポ ド性 ・襟 ・赤 ・黄 く轡 ・アン ド ・グライ ・ (日当)陽 ・中 陰 ・ 陰(方 位) w
縦グ ライ ・沼沢 ・冲積 ・'高湿草 ・非固岩屑 ・固岩屑 ・水面下 (土湿)㊥ ・適 ・湿 ・過 湿 (傾斜) 28
o
(階 層) (優先種) (高さm)(植 被率%)(胸 径cm) (種数) (面積) 50x50m2
(備 考)
1高 木 層 アカマツ ^-20 80 3 (出現種数)
II亜 高木層 ハ イノキ ^-12 70 19
III低木 層 ピサカキ ^-5 40 17
III〆サ サ 層 ～
IV草 本 層 ^-0.5 5 28
～
(群落 名) 1973年9月19日 調 査者 田端
S D・S SPP. S D・S ・SPP . S D・5 SPP.
1 4.4アカマツ 十 ヤブ ツバ キ r サル トリイバ ラ
十 コナラ f ホツ ツジ r キバ ナコ ツクバ ネウツギ
十 アカシデ r ウラ ジロノキ r コウヤボウキ
r タカ ノツメ r アカシデ
II 3.3ハ イノキ
'
r コシア ブラ r ヤマウルシ
32 コシアブ ラ r クロモ ジ r リンボク
22 タカノツメ r カマ ツカ r ソヨゴ
11 ソ ヨゴ r モチ ツツジ
㌧
r アオキ
11 ヤマウル シ r ネズ ミサ シ r サ カキ
11 アカシダ つる植物 r カクレ ミノ
1.1ネジキ r フジ r コアジサイ
1.1リョウブ r サル トリイバ ラ r イワナシ
十 アオハダ 評
十 カナメモチ IV 十 シキ ミ
十 ピサカキ 十 ヤ ブコウジ
「
十 ヤブ ツバ キ 十 イヌ ツゲ
十 カマ ツカ 十 ピサ カキ
r ア ラガ シ 十 ツラカシ
r シイ ノキ 十 ハ イノキ
r イヌ シデ 十 アクシバ
r サカ キ 十 コバ ノガマズ ミ
r ウワミズザ クラ 十 シシガシラ
r フバ ノ トネ リコ 十 フジ
十 ツル ア リドウシ
III2.1ピサ カキ 十 ウラジロ
十 シャシャンボ 十 コシアブラ
十 ヤマ ウル シ 十 タカノツメ
十 リョウブ 十 ネザサ(実生)
十 ソヨゴ r コナラ
十 イ ヌツゲ r ツバ キ
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植生調査 表(モ ミニシキ ミ群 落)
京都市左京区百井町(Mt .) 、鱒万 京都東北噸
(地形)山頂 ㊥ 斜面:㊤・中・下 ・凹・㊥:谷:平 地 (風当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) 680 m
(土壌)ポ ド性 〈壅 〉 赤 ・黄 ・黄褐森 ・.アン ド ・グライ ・ (日当)陽 ・ 中 陰 ・陰(方 位). W
縦 グライ ・沼沢 ・冲積 ・高湿草 ・非 固岩屑 ・固岩屑 ・水面下 (土湿)乾 ・(蓮)・湿 ・過湿 (傾斜) 32
(階 層) (優先種) (高さm)(植 被率%)(胸 径cm) (種数)
(備 考)
(面積) 30×60㎡
1高 木 層 モ ミ ^-15 80 30 3 (出現種数)
II亜 高木 層 コナ ラ ^-10 30 10
III低木 層 アセ ビ ^-4 60 12
III'ササ 層 .,,
IV草 本 層 ^-0.5 20 17
.,,
(群落 名) 1973年9月27日 調査者 村 田 ・田端
S D・S SPP. S D・S SPP. S D・S SPP.
1 4.4モ ミ 11 ピサカ キ
r ウ リハ ダカエデ 11 イヌツゲ
r ク リ 11 クロモ ジ
11 ヤブ コウジ
II 2.1コナラ 十 シ シガ シラ
2.1タカノツメ 十 ヒイ ラギ
十 コハウチ ワカエ デ 十 ツル シキ ミ
十 ソ ヨゴ 十 コバ ノガマズ ミ
十 タム シバ 十 ツル リン ドウ
十 コシアブ ラ 十 キバナ コツクバ ネウツギ
十 ネジキ 十 ソヨゴ
十 ヤマ ウル シ r タンナサワフタギ
十 ミズナ ラ r サル トリイバラ
r ウリハ ダカエデ r モ ミ
r オ トコ ヨウ ゾメ
III32 アセ ビ
21 シキ ミ
2 1 コバ ノ ミツバ ツツジ
11 ヒサ カキ
11 コバ ノガマズ ミ
十 ヤマツツジ
十 ウスギ ョウラク
十 タカノツメ
r スノキ
r ヤマ ウル シ
r モ ミ
r ホツ ツジ
IV 1.2ササ
IV 1・i シキ ミ
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植生調査 表(ク リー ミズナ ラ群落)
京都市左京区花脊町(Mt .) 騨 万 京都東北鵡
(地形)山 頂:尾 根:斜 面:上 ・中 ・、下 ・凹 ・凸:谷:平 地(風 当)強 ・ 中 ・ 弱(海 抜) 800 m
(土壌)ポ ド性 ・褐森 ・赤 ・黄 ・黄褐 森 ・ア ン ド・グライ ・ (日当)陽 ・ 中 陰 ・陰(方 位)
縦 グライ ・沼沢 ・冲積 ・高湿草 ・非固岩屑 ・固岩屑 ・水面下(土 湿)乾 ・適 ・湿 ・過湿(傾 斜)
(階 層) (優先種)(高 さm)(植 被 率%)(胸 径cm)(種 数) (面積) X mZ
(備 考)
1高 木 層 ミズナラ ti 4 (出現種数)
II亜 高木層 ～ 12
III低木 層 チマキザサ 8
III'ササ 層 ."
IV草 本 層 ."
(群落 名) 年 月 日 調査者
S D・S SPP. S D・S SPP. S D・S SPP.
1 2 ミズナラ
1 ク リ
十 モ ミ
十 コナラ
II 1 アスナロ
1 エゴノキ り
1 ヤマボウ シ
1 リョウブ
十 コシアブラ
十 コハ ウチ ワカエ デ
十 カマツカ
十 シラキ
十 ツタ ウル シ
十 ミズナ ラ
r アオハダ
r ナ ツツバ キ
III5 チマ キザサ
1 ノ リウツギ
十 ヤ ブデマ リ
十 シラキ
十 アセ ビ
十 コゴメウツギ
r コバ ノガマ ズ ミ
厂
r ツノハ シバ ミ
IV 十 ノリウツギ
十 アセ ビ
r コゴメウツギ
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図3深 泥池 とその周辺の植生図 開放水域
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2深 泥池の植物
先 に地形の項で述べた盆地 の北東隅近 くの東山の南麓にある深泥池は,図3の 通 りの地形で,
池の全面積の1/3を占める浮 島があり,池 内に約105種の水生 または湿地生の植物が生育 して
いる。ホロムイソウ,ミ ツガシワ,ア カヤバネゴケなどの周極要素が残存 していて貴重なもの
なので,1927年6月に天然記念物に指定 された。ホロムイソウは分布南限地であ り,ミ ツガ
シワ,ヒ メコウホネ,ヒ ツジグサ,ジ ュンサイ,カ キツバタ,杢 キソウ,ヤ チスギラン,ド ク
ゼリ,マ コモ,ヒ シ,タ ヌキモ,フ サタスキモ,イ ヌタスキモ,ガ ガブタ,ミ カワタスキモ,
ミズオ トギ リ,ク ロホシクサ,キ ショウブ,ナ ガバオモダカ等 も生育している。 これ らのうち
下線 を引いた水生植物の生育状況は,、図4の 通 りで,陸 辺の湿地 には,キ ショウブとナガハオ
モダカが,次 で水中の浅所 にはジュンサイが,次 でヒメコウホネ,そ して,最 深所には,ヒ シ
が,更 に浮島には,ミ ツガシワが生育 している。
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図4深 泥池の植物生態図
'3野 草 目 録
京都の野草 は,前項で述べた深泥池の ミツガシワの如き寒帯に属する特殊なものを除 けば,
暖帯から温帯 に属する種であって,そ の殆 どは,日本各地にも生育 している。表8は,そ の目
録である6
表8京 都 の野 草 目録
1双 子葉植物 ・合弁花類
き く 科:ノ ゲシ,オ ニノゲシ,オ ニ タベ ラコ,ヤ クシソウ,イ ワ ニガナ,オ オバニガナ,カ
ンサ イタ ンポポ,シ ロバナタンポポ,ム ラサキニガナ,ア キノノゲ シ,ヤ マニガナ,コ ウゾ リ
ナ,コ オニタベラコ,ヤ ブタビラコ,オ ケラ,ク ルマバハグマ,カ シワバハグマ,キ ツネアザ
ミ,キ クバヤマボタチ,セ ンボンヤリ,ヒ レアザ ミ,キ ッコウハグマ,タ ム ラソウ.ノ アザ ミ,
.1
京都 ・山科盆地の自然(II)
キセルアザ ミ,オハ ラメアザ ミ,ア ガノアザ ミ,カ ガノアザ ミ,ベ ニバナノボロギク,ノ ボロ
ギク,サ ワギク,オ タカラコウ,モ ミジガサ,タ イ ミンガサ,サ ワオグルマ,ヤ ブレガサ,ノ
ブキ,ト キンソウ,フ キ,タ カサブロウ,メ ナモ ミ,コ メナモ ミ,シ ュウブンソウ,ヤ ブタバ
コ,ヒ メガンクビソウ,サ ジガ ンクビソウ,ガ ンクビソウ,コ ヤブタバコ,キ クタニギク,リュ
ウノウギク,ヨ モギ,カ ワラヨモギ,オ トコヨモギ,チ チコグサ,ハ ハ コグサ,ヒ メジ ョオン,
ミヤマヨメナ,ヨ メナ,ユ ウガギク,シ ラヤマギク,ゴ マナ,タ ウコギ,ア メ リカセ ンダング
サ,ヒ ヨ ドリバナ,サ ワヒヨドリ,オ ナモ ミ,ブ タクサ,ア キノキリンソウ,セ イタカアワダ
チソウ
ききょう科:サ ワギキ ョウ,ミ ゾカクシ,ツ ルニンジン,タ ニギキ ョウ,ツ リガネニンジン,ヒ
ナギキ ョウ,ホ タルブクロ,キ キ ョウ
う り 科:カ ラスウリ,ゴ キズル,ア マチャヅル,ス ズメウリ
まつむしそう科:ナ ベナ
おみなえ し科:ツ ルカノコソウ,オ トコエシ,オ ミナエシ
れんぶ くそう科:レ ンブクソウ
すいかず ら科:ソ クズ
あ か ね 科:ハ シカグサ,ア カネ,ヤ エムグラ,キ クムグラ,ク ルマムグラ,ヘ グソカズラ,ツ
ルア リドウシ
おおばこ科:オ オバ コ
はえどくそう科:ハ エ ドクソウ
きつねのごま科:キ ツネノゴマ,バ グロソウ,ス ズムシバナ
たぬきも科:ホ ザキノミミカキグサ,ミ ミカキグサ
いわたばこ科:イ ワタバ コ,イ ワギリソウ
はまうつぼ科:ナ ンバ ンギセル,キ ヨズミウツボ
ごまのは ぐさ科:ヒ ナノウスツボ,キ クモ,シ オガマギ ク,キ ュウシュウコゴメグサ,ミ ゾホオ
ズキ,ト キワハゼ,ム ラサキサギゴケ,ア ブノメ,ア ゼナ,ア メ リカアゼナ,ア ゼ トウガラシ,
トウテイラン,ヒ ヨクソウ,オ オイヌノフグリ,タ チイヌノフグ リ,ニ シノヤマクワガタ,マ
マコナ,ミ ヤマママコナ
な す 科:ハ シリドコロ,ヒ ヨドリジョウゴ,ワ ルナスビ,イ ヌホオズキ,ハ ダカホオズキ
し そ 科:ク ロバナヒキオコシ,ヒ キオ コシ,ヤ マハ ッカ,ア キチ ョウジ,メ ハジキ,ジ ャコ
ウソウ,ウ ツボグサ,ラ ショウモンカカズラ,カ キ ドウシ,オ ドリコソウ,ヒ メオ ドリ・コソウ,
ホ トケノザ,マ ネキグサ,タ ジマタムラソウ,ア キギリ,ア キノタムラソウrイ ヌゴマ,テ ン
ニンソウ,ミ カエリソウ,ク ルマバナ,ヤ マ トウバナ,イ ヌ トウバナ,ト ウバナ,レ モンエ ゴ
マ,ヒ メジ ソ,コ シロネ,シ ロネ㌧ハ ッカ,ナ ミキソウ,ホ ナガタツナ ミソウ,タ ツナ ミソウ,
オカタツナ ミソウ,ツ ルニガクサ,ジ ュウニヒ トエ,ニ シキゴロモ,キ ランソウ,ナ ギナタコ
ウジュ
むらさき科:ヤ マル リソウ,ミ ズタビラコ,キ ウリグサ,ハ ナイバナ,オ ニル リソウ
ひるがお科:ネ ナシカズラ,・ヒルガオ,コ ヒルガオ
ががいも科:ガ ガイモ
みつが しわ科:ミ ツガ シワ
りんどう科:ツ ルリン ドウ,セ ンブリ,ア ケボノソウ,リ ンドウ
さくらそう科:ク リンソウ,オ カ トラノオ,ヌ マ トラノオ,ミ ヤマゴボウ,ナ ガエノコナスビ
いちゃくそ う科:ギ ンリョウソウ,イ チャクシウ,ウ メガネソヴ
いわうめ科:イ ワウチワ,オ オイワカガ ミ,イ ワカガ ミ ・ ・ ご`'・
せ り 科:ミ ツバ,ウ マノミツバ,ヤ ブニンジン,ヤ ブジラ ミ,オ ヤブジラ ミ,シ ヤク,シ シ
ウ ド,シ ラネセンキュウ,ヤ マゼリ,ド クゼ リ;ハ ナウ ド,セ リ,セ ン トウソウ,カ メツメソ
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ウ(ダ ケゼ リ),イブキボウフウ
う こ ぎ 科:ウ ド,トチバニンジン
あ りの とうぐさ科:フ サモ,オ オフサモ
ひ し 科:ヒ シ
あかばな科:ア カバナ,オ オマツヨイグサ,メ マツヨイグサ,ア レチマツヨイグサ,マ ツヨイグ
サ,ミ ズタマ ソウ,チ ョウジタデ
みそは ぎ科:キ カシグサ,ミ ソハギ
す み れ 科:オ オバキス ミレ,ツ ボス ミレ,タ チツボス ミレ,コ タチスミレ,ナ ガバノタチツボ
ス ミレ,ア オイス ミレ,エ イザンス ミレ,ヒ ゴス ミレ,マ ルバ スミレ,ス ミレ,シ ハイス ミレ,
ス ミレサ ンシン,オ オタチツボス ミレ,ケ タチボス ミレ
お とぎりそう科:オ トギ リソウ,サ ワオ トギリ,ト モエソウ,コ ケオ トギ リ
しなの き科:カ ラスノゴマ
ぶ ど う 科:ヤ ブガラシ,ツ タ,エ ビズル,サ ンカクズル(ギ ョウジヤノ ミズ),ノブ ドウ
つ りふねそう科:ツ リフネソウ,キ ツリフネ
つ げ 科:フ ッキソウ
み か ん 科:マ ツカゼソウ
とうだい ぐさ科:ヤ マアイ,エ ノキグサ(ア ミガサソウ),トウダイグサ,ナ ツ トウダイ
かたばみ科:ミ ヤマカタバ ミ(エ イザンカタバ ミ),ムラサキカタバ ミ,カ タバ ミ
ひめは ぎ科:カ キノバグサ,ヒ メハギ
ふ うろ うそう科:ゲ ンノショウコ,ア メリカフウロ,ミ ツバ フウロ
ま め 科:ク ズ,ヤ ブマメ,ツ ルマメ,ノ ササゲ,ク ララ,ト キリマメ,ノ アズキ,ヤ ブツル
ァズキ,マ ヤコグサ,ホ ドイモ,ネ コハギ,メ ドハギ,ツ クシハギ,ニ シキハギ,フ ジカンゾ
ウ,ヌ スビトハギ,ア レチヌスビ トハギ,シ ロツメクサ,ム ラサキツメクサ,レ ンゲ ソヴ,モ
メンズル,コ マツナギ,エ ビラフジ,ヤ ハズエ ン ドウ(カ ラスノエン ドウ),スズメノエ ンド
ウ,ク サ フジ,ナ ンテンハギ,イ タチササゲ
ば ら 科:キ ン ミズヒキ,ワ レモコウ,ダ イコンソウ,シ モツケソウ,ヤ マブキショウマ,ヒ
メヘ ビイチゴ,オ ヘビイチゴ,ミ ツバ フグリ,キ ジムシロ,ク サイチゴ,ヤ ブヘ ビイチコ,ヘ
ビイチゴ
ゆきの した科:ハ ナネコノメ,ネ コノメソウ,タ チネコノメソウ,ヤ マネコノメソウ,ボ タンネ
コノメソウ,ニ ッコウネコノメ,ク サアジサイ,ウ メバチソウ,シ ラヒゲ ソウ,ユ キノシタ,
ハルユキノシタ,ジ ンジソウ,チ ャルメル ソウ,モ ミジチャルメルソウ,コ チャルメルソウ,
アカ ショウマ,ア カショウマ,チ ダケサシ,ギ ンバイソウ
ベんけいそう科:コ モチマンネングサ,オ ノマンネングサ,マ ルバノマ ンネ ングサ,メ ノマ ンネ
ングサ,ヒ メレンゲ,キ リンソウ
もうせんごけ科:イ チモチソウ,モ ウセンゴケ
あぶらな科:ナ ズナ,シ ロイヌナズナ,イ ヌナズナ,ス ズシロソウ,バ クサンハタザオ,ヤ マハ
タザオ,マ ルバ ノコンロンソウオ,タ ネツケバナ,オ オバ タネツケバナ(テ イレギ),ジャニ
ンジン,ヒ ロバコンロンソウ,ワ サビ,ユ リワサビ,オ ランダガラシ,イ ヌガラシ,ス カシタ
ゴボウ,ハ ルザキヤマガラシ,カ ラシナ
け し 科:タ ケニグサ(サ サヤキグサ),ムラサキケマン,ヤ マエンゴサグ(サ サバニ ンゴサ
ク),ヒメエ ンゴサク,シ ロボウエンゴサ ク,ミ ヤマケマン,ク サノオウ,ヤ マグキソウ
つづらふ じ科:ア オツヅラフジ,ツ ヅラフジ,コ ウモ リカズラ
め ぎ 科:ル イヨウボタン,ト キワイカリソウ 哈 ・
ぼ た ん 科:ヤ マシャクヤク
きんぽ うげ科:ト ウゴクサバ ノオ(東 国鯖尾),ヒメウズ,イ ブキ トリカブ ト,キ タヤマブシ,
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フクジュソウ,ユ キワリイチゲ,ア ズマイチゲ,ニ リンソウ,イ チ リンソウ,キ ブネギク,セ
ツブンソウ,オ キナギク,ミ スミソウ,バ イカオウレン(ゴカヨウオウレン),セリバオウレン,
ウマノアシガタ*,キツネボタン,タ ガラシ,イ ヌソウマ,サ ラシナショウマ,エ ンコソウ,
クサボタン,ボ タンヅル,セ ンニンソウ,ハ ンシ ョウズル,ア キアカマツ,シ ギンカラマツ
すいれん科:ヒ ツジグサ,七 メコウホネ,オ ニバス,ハ ス
なで しこ科:ア オハコベ,ヤ マハ コベ,ミ ヤマハ コベ,コ ハ コベ,ミ ドリハコベ,ウ シハ コベ,
ナンバ ンハ コベ,ソ ロバナマンテン,カ ワラナデシコ,ノ ミノツヅリ,オ オ ツメクサ,ミ ミナ
グサ,オ ランダミミナグサ,フ シグロセンノウ,ツ メクサ
ざくろそう科:ザ クロソウ,ク ルマバザク禛¥ ウ ー ・
すべ りひゆ科:ス ベ リヒユ
やまごぼ う科:マ ル ミノヤマゴボウ,ヨ ウシュヤマゴボウ
ひ ゆ 科:イ ノコヅチ,ヒ ナタイノコズチ,ホ ソアオゲイ ト,ホ ナガイヌビユ,ノ ゲイ トウ
あ か ざ 科:シ ロザ,ア カザ,ケ ア リタソウ,ア メ リカアリタソウ
た で 科:イ シ ミカワ,マ マコノシ リヌグイ,タ ニ ソバ,ア キノウナギツカ ミ,ヤ ノネグサ,
ナガバ ノヤネグサ,ハ ナタデ(ヤ ブタデ),ヤナギタデ,ミ ゾソバ,イ ヌタデ,ボ ン トクタデ,
ハル トラノオ,イ タ ドリ,ミ ズヒキ,キ ン ミズヒキ,キ ブネダイオウ,エ ゾノギシギシ,ギ シ.
ギシ,ヒ メスイバ,ス イバ(ス カンポ)
うまのすず くさ科:ウ マノスズクサ,フ タバアオイ,ミ ヤコアオイ
びゃ くだん科:カ ナビキソウ
い らくさ科:ヤ マ ミズ,ア オ ミズ,ミ ズ,コ ヤマ ミズ,ヤ ブマオ,ナ ガバ ヤブマオ,ク サマオ,
アカソ,コ アカソ,メ ヤブマオ,ム カゴイラクサ,ミ ヤマイラクサ,サ ンシ ョウソウ,カ テン
ソウ,ウ ワバ ミソウ,ヒ メウワバ ミソウ,ヤ マ トキホコリ
〈 わ 科:カ ナムグラ
せんりょう科:フ タリシズカ,ヒ トリシズカ
どくだみ科:ド クダミ(ジ ュウヤク),ハンゲンショウ
ら ん 科:ヤ ツシロラン,ク マガイソウ,シ ュンラン,コ ケイラン,サ イハイラン,エ ビネ,
サルメンエビネ,ナ ツエビネ,ツ チアケ ビ,カ キラン,ノ ビネチ ドリ,ネ ジバナ,サ ギソウ,
コクラン,ジ ガバチソウ,ス ズムシソウ,キ ソラン,オ オバノ トンボソウ,ト キソウ,ヤ マ ト
キソウ,ミ ヤマウズラ,ヨ ウラクラン,カ ヤラン,セ キコク
あ や め 科:ニ ワゼキショウ,ヒ メシヤガ,シ ャガ,カ キツバタ,ヒ オ ウギ
や まのい も科:オ ニ ドコロ,ヒ メ ドコロ(エ ドドコロ),ヤマノイモ,カ エデ ドコロ,タ チ ドコ
ロ
ひがんばな科:キ ツネソ カ ミソリ,ヒ ガンバ ナ
ゆ り 科:ウ バユリ,カ タクリ,ア マナ,キ バナノアマナ,シ ョウジョウバヵマ,ヤ マジノホ
トトギス,ア マ ドコロ,ミ ヤマナル コユ リ,オ オナルコユ リ,オ オバキボウジ,コ バ キボウシ,
ナンカイギボウシ,イ ワギボウシ,ナ ンカイギボウシ,イ ワギボウシ,キ チジョウソウ,ホ ウ
チャクソウ,チ ゴユ リ,サ サユ リ,ヤ マユ リ,オ ニユ リ,エ ンレイ ソウ,イ ワシヨウブニラ,
アサツキ,ギ ョウジャニンニク(稀),ヤ マラッキ ョウ,ツ クバネ ソウ,ノ ギラン,シ ライ ト
ソウ,シ オデ,タ チシオデ,サ ル トリイバラ,ツ ルポ,ユ キザサ,ヤ ブラン,ヒ メヤブラン
い ぐ さ 科:ヌ カボシソウ,ス ズメノヤ リ,ヒ ロバ ノコウガイゼキショウ,コ ウガイゼキジョウ
みずあおい科:ミ ズアオイ,コ ナギ,ホ テイアオイ
つゆ くさ科:ツ ユ クサ,イ ボグサ,ヤ ブ ミョウガ ...
ほ しくさ科:イ トイヌスゲ
さといも科:カ ラスビシャク,ウ ラシマソウ,ム ロウテンナンショウ,マ ムシグサ,オ オマムシ
グサ,ア シウテンナンショウ,セ キショウ
.-g.g一
教 育 学 部 論 集
かやつ りぐさ科:ホ タルイ,ア ブラガヤ,ク ログワイ,シ カクイ,テ ンツキ,ヒ メクグ,カ ワラ
スガイ,ウ シクグ,カ ヤツリグサ,ア オガヤツリ,タ マガヤツリ,コ ウボウムギ,ナ ルコスゲ,
マス クサ,ヒ ゴクサ,キ ンキカサスゲ,ジ ュズスゲ,ヒ メカンスゲ,ミ ヤマカンスゲ,オ クノ
カンスゲ,ア ゼスゲ
い ね 科:コ ブナグサ,チ カラシバ,ス スキ,オ ギ,ト キワススキ,ア キノエノコログサ,ジ ュ
ズダマ,オ ヒジバ,メ ヒジ/¥
とちかがみ科:ト チカガ ミ,コ カナダモ,ク ロモ
おもだか科:オ モダカ
ひるむ しろ科:ヒ ルムシロ,ヤ ナギモ
が ま 科:ガ マ,ヒ メガマ
4京 都に緑の深い植物㈱
京都⑳地名やゆか りのある名が冠された植物が数多 くある。 これについて述べる。
(1)野 草
先ず,野 草名 を記した後,下 線のついた ものについて,説 明を加 える。
アタゴザサ,エ イザンカタバ ミ1,エイザンスミレ,オ グラコウホ禾,オ グラノフサモ,オ タ
ギザサ,オ ハラメアザ ミ,カ ミガモソウ,キ クタニギク(ア ワコガネギク),キブネギク,キ
ブネシノ,キ ブネダイオウ,ク ラマゴケ,シ ラカワボウフウ,ミ ヤコイヌワラビ,ミ ヤコグサ,
ミヤコザサ,ミ ヤコツツジ,
A.エ イザンスミレ(エ ゾス ミレ)(スミレ科)
比叡山の森林内に見 られる他,本 州,四 国,九 州 の山地に広 く分布する。普通のス ミレとは
異な り,葉 は3つ に裂け,外 側の裂片は,更 に2つ に裂けている。夏の葉 は特に大 きい。
B.カ ミガモソウ(ゴ マハグサ科)
最初,上 賀茂神社の溝端で採取され,命 名されたが,そ の後採集されたことのない謎 の植物
である。
C.キ ブネギク(シ ュウメイギク)(キンポウゲ科)
貴船や,山 間部の人家の近 くに生 え,時 には,栽培 もされる。秋に紅紫色の八重咲の美 しい
花 をつける。中圉からの歸化植物であろう。
D.キ ブネダイオウ(タ デ科)
貴船川の渓流のほとりにだけ生 えている。中国か らの歸化植物であろう。ギシギシを大形 に
したようぐな形である。
E.ク ラマゴケ(イ ワヒバ科)
シダ類であるが,地 面を逼っていて,コ ケの様 に見えるOヒ メクラマゴケ ・タチクラマゴケ
等の数種がある。本州,四 国,九 州に広 く分布する。
F.ミ ヤコザサ(イ ネ科)
じや
比叡山では,蛇 が池か ら根本中堂付近一帯のスギ林の下地をなしていて,小 形で美 しいササ
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である。地下茎の節か ら1本つつ出る稈の高さは,30-50cmで枝分かれすることは殆 どな く,
葉 は緑色であるが,冬 には白 く縁取 られて,特 に美しい。
F.ミヤコグサ 昔京都の耳塚に多かったので名づけられた。
(注)京 都付近での植物の地方名
地 方 名
オ イチ ノメ ダマ
オ ナ ガ
オ ン バ コ
ガ ラ ム ク
ギ ョウ ジ ャバ ナ
ゲ ン ゲ ン
ゴ ン ポ
ジ ュ ウ ヤ ク
ス モ ト リ グ サ
ス イ モ ン グ サ
ス イ ス イ グ サ
ド ン バ ス
チ チ グ サ
ハ コ ビ
ヒ ゲ ズ ラ
メイツコハナッコ
ヤ イ ト バ ナ
ヨ ゴ ミ
正 式 名 称
リ ュ ウ ノ ヒ ゲ
ウ ラ ジ ロ
オ オ バ コ
エ ノ キ
ヒ ガ ン バ ナ
レンゲソウ(ゲンゲ)
ゴ ボ ウ
ド ク ダ ミ
オ ヒ ジ バ
カ タ バ ミ
ス イ バ
オ ニ バ ス
ハ ル ノ ノ ゲ シ
ノ丶 コ ベ
エ ノ コ ロ グ サ
ヒ イ ラ ギ
ハ ク チ ョ ウ ゲ
ヨ モ ギ
(2)栽 培 野 菜
古 くか ら京都 で栽培 され た野菜 に は,ス グキ,カ モナス ビ,ミ ブナ,キ ョウナ,シ ョウ ゴイ
ンダ イコ ン,ク ジ ョウネギ等が あ るが,現 在 で は,各 地 で栽 培 され るようになった。
V動 物
京都 と山科の両盆地 と,主 としてその周囲の山地および河川 ・湖沼に生息している動物 は,
植物 と同様に渡 り鳥の様な特殊な種類 を除けば,暖 帯および温帯に属する種類でうる。表9に,
多少の説明を加えた京都の動物目録を掲げる。この表から明らかな通 り動物の種類 は,極 めて
豐である。 これは盆地 を囲む山地の自然が比較的に良い状態に保たれていて,動 物たちの生活
に適しているためである。現代に生きる我々には,こ の自然状態を保護管理 して,生物達 の生
息しやすい自然環境 を次の世代に引き継いで行 く義務があることを忘れてはならない(由。
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(注)表10は 京都 と山科盆地の東に隣接する近江盆地における鳥類の山地 と平野並びに四季
別の分布 を示 したものであるが,京 都 と山科盆地での分布 もほぼ同様であろう。
表9京 都 の動物 目録
脊椎動物門
哺 乳 網
霊 長 目:サ ル
食 肉 目:イ タチ,テ ン,ク マ,キ ツネ,タ ヌキ,(イヌ),(ネコ)
奇 蹄 目:イ ノシシ,シ カ,(ウシ)
翼 手 目:コ ウモ リ
食 虫 目:モ グラ
兎 目:ウ サギ
齧 歯 目:リ ス,モ モンガ,ム ササビ,ヤ マネ(ネ ズ ミ)
鳥 網㈹
ア ビ 科:シ ロエ リオオム
カイツブ リ科:カ イツブ リ,ハ ジロカイツブリ,カ ンム リカイツブリ
ミズナギ ドリ科:オ オ ミヅナギ ドリ
ウ 科:カ ワウ,ウ ミウ
サ ギ 科:ダ イサギ,チ ュウサギ,コ サギ,マ マサギ,ゴ イサギ,サ サゴイ,ヨ シゴイ,サ
ンカノゴイ,ア オサギ
ト キ 科:ク ロ トキ
ガンカモ科:マ ガン,ヒ シクイ,オ オハ クチョウ,コ ハクチ ョウ,ツ クシガモ,オ シドリ,マ
ガモ,カ ルガモ,コ ガモ,ト モエガモ,ヨ シガモ,オ カヨシガモ,ヒ ドリガモ,ア メリカ ヒ
ドリ,オ ナガガモ,ハ シボロガモ,ホ シバ ジロ,キ ンクロバジロ,ク ビワキンクロ,ア カハ
ジロ,ス ズガモ,ホ オジロガモ,ミ コアサイ,ウ ミアサイ,カ ワアサイ
ワシタ力科:ノ リス,ミ サゴ,ハ チクマ,ト ビ,オ ジロワシ,オ オワシ,オ オタカ,ツ ミ,ハ
イタカ,サ ジバ,ク マタカ,チ ュウヒ
ハヤブサ科:ハ ヤブサ,チ ゴハヤブサ,チ ョウゲンボウ
キ ジ 科:ウ ズラ,コ ジュケイ,ヤ マ ドリ,キ ジ
ツ ル 科:タ ンチ ョウ,マ ナヅル,ア ネハ ヅル
ク イ ナ 科:ピ クイナ,バ ン,ツ ルクイナ,オ オバン
ミヤ コ ドリ科:ミ ヤコ ドリ
タマシギ科:タ マシギ
チ ド リ 科:コ チ ドリ,イ カルチ ドリ,シ ロチ ドリ,ム ナグロ,ダ イゼン,ケ リ,タ ゲ リ
シ ギ 科:キ ョウジ ョシギ,ハ マシギ,ト ウネン,ウ ズラシギ,ツ ルシギ,ア オアシシギ,
クサシギ,タ カブシギ,イ ソシギ,キ アシシギ,ソ リハ シシギ,オ オソリハシシギ,エ リマ
キシギ,ホ ウロクシギ,チ ョウシャクシギ,ヤ マシギ,タ シギ
ッバ メチ ドリ科:ツ バ メチ ドリ
ヒレアシシギ科:ヒ レアシシギ
カ モ メ 科:ユ リカモメ,オ オセグロカモメ,カ モメ,ウ ミネコ,ア ジサシ,コ アジサシ
ハ ト 科:キ ジバ ト,アオバ ト
ホ トトギス科:ジ ュウイチ,カ ッコウ,ホ トトギス,ツ ツ ドリ
ヨ タ 力 科:ヨ タカ
フクロウ科:ト ラフズク,コ ミミズク,オ オコノハズク,コ ノハズク,ア オバヅク,フ クロウ
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カワセ ミ科:ヤ マカワセ ミ,ア カシ ョウビン,カ ワセ ミ
ブ ッポウソウ科:ブ ッポウソウ
キツツキ科:ア オゲ ラ,ア カゲラ,オ オアカゲラ,コ ゲラ
ヒ バ リ 科:ヒ バ リ
ツ バ メ 科:ツ バメ,ソ ウ ドウツバ メ,コ シアカツバ メ,イ ワツバ メ
ヤツガシラ科:ヤ ツガシラ
セキ レイ科:セ キレイ,バ クセキレイ,セ グロセキレイ,ビ ンズイ,タ ヒバ リ
サ ンショウクイ科:サ ンショウクイ
ヒヨ ドり科:ヒ ヨドリ
モ ズ 科:モ ズ
レンジャク科:キ レンジャク,ヒ レンジャク
カワガラス科:カ ワガラス
ミソサザイ科:ミ ソサザイ
イワヒバ リ科:カ ヤクグ リ
ツグ ミ亜科:コ マ ドリ,ノ ゴマ,ル リビタキ,シ βウビタキ,ノ ビタキ,イ ソヒヨ ドリ,ト ラ
ツムギ,ア カハラ,シ ロハ ラ,ツ グ ミ,マ ミチ ャジナイ
ウグイス亜科:ヤ ブサメ,ウ グイス,オ オヨシキリ,コ ヨシキリ,メ ボソムシクイ,エ ゾム シ
クイ,セ ンダイムシクイ,キ クイタダキ
ヒタキ亜科:ム ギマキ,キ ビタキ,オ オル リ,コ ル リ,サ メビタキ,エ ゾビタキ,ユ サメビタ
キ,エ ナガ
ツ リスガラ科:ツ リスガラ
シジュウガラ科:コ ガラ,ビ ガラ,シ ジュウガラ,ヤ マガラ
ゴジュウガラ科:ゴ ジュウガラ
メ ジ ロ 科:メ ジロ
ホオジ ロ亜科:ホ オジロ,カ シラガラ,ミ ヤマホオジロ,ア オ ジ,オ オ ジュリン ・
ア ト リ 科:ア トリ,カ ワラヒワ,マ ヒワ,ギ ンザンマシコ,イ スカ,ウ ソ,ベ ニマシコ,コ
イルカ,イ ルカ,シ メ
ハタオ リドリ科:ニ ュウナイスズメ,ス ズメ
ムク ドリ科:コ ムク ドリ,ム ク ドリ
カ ラ ス 科:カ ケス(カ シ ドリ),ミヤマガラス,ハ シブ トガラス,ハ シボソガラス
(注)鳥 の主な生息場所 に従 って,平 地 と山地に分 け,か つ四季別 にして表記すれば,表10の 通
りになる。
爬 虫 網
力 メ 目:シ ロイシガメ(移 入),ス ッポン(移 入)等
有 鱗 目
ヘ ビ 亜 目:タ カチホヘビ(比 叡山),シpマ ダラ(北 山),マムシ.ア オダイショウ,シ マヘ
ビ等
トカゲ亜 目:ヤ モ リ',トカゲ等
両 生 網
カ エ ル 目:モ リアオガエル,ト ノサマガエル,カ ジカ,ガ マガエル等
サ ンシ ョウオ 目:サ ンショウオ(カ ス ミ,ブ チ,ヒ タ,ハ コネ),イモ リ
魚 網 淡水魚のみである。主な魚の名称のみ記す。
アユ,イ ワナ,コ イ,ド ジ ョウ,ナ マズ,1ハス,ハ ヤ,フ ナ,ブ ラックバス,マ ス,ミ ナ ミ
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トミヨ,ワ タカ等
無脊椎動物門
貝 網:イ ケチ ョウガイ,カ タツム リ(10余種),カ ワニナ,キ セルガイ,セ タシジ ミ,タ
ニ シ,ド ブガイ等
ク ラ ゲ 網:マ ミズクラゲ
昆 虫 網
蝶 目:102種記録 されている。そのうち比較的珍 しいもののみ記す。
イ シガケチ ョウ,ウ スバ シロチ ョウ,キ マダラル リツバメ,ギ フチ ョウ,ク ロシジミ,コ ノ
マチ ョウ,ミ ヤマカラスアゲハ,ム ラサキツバメ,モ ンキアゲハ
甲 虫 目:ア カアシオオアオ,オ サムシ(エ ゾカタビロ,オ オ,ク ロナガ,セ アカ,マ ヤサ
ン,ヤ コン,ヤ マ ト)
膜 翅 目:ス ズメバチ,バ バチ(ク チナガ,ハ ナセ ヒラクチ),ミ ツバチ等
双 翅 目:ア ミカ,カ,ハ エ,ヒ ラタアブ(70余種),ブユ,ユ スリカ
トン ボ 目:種 類は極めて多 く,特 に,京 都盆地北部 と北山に限って生息するものに,ベ ッコ
ウ トンボ とヨツボシ トンボ とがある。次に生息季節別 に主な ものを記す。
(春)オグマサナエ,カ ワ トンボ,ク ロスジギンヤンマ,ク ロサナエ,ソ オヤ トンボ,タ ベサナエ,
ダ ビドサナエ,ト ラフ トンボ,ヒ メクロサナエ,フ タスジサナエ,ム カシ トンボ,ム カシヤ
ンマ
(夏)アオハダ トンボ,ア オヤンマ,イ トトンボ(オ オイ トトンボ,キ イ トトンボ,ク ロイ トトン
ボ,セ スジイ トトンボ,ベ ニイ トトンボ,モ ノサシ トンボ),ウチワヤンマ,ギ ンヤンマ,
コフキ トンボ,コ ヤマ トンボ,サ ラサヤンヤ,シ ョウジョウ トンボ,バグロ トンボ,ハ ッチ
ョウ トンボ
(秋)アカネ(ア キアカネ,ナ ツアカネ,ヒ メアカネ,マ イコアカネ,マ ユダテアカネ),オオキ
トンボ,キ トンボ,ナ ニワ トンボ
(晩秋 ・早春)ホ ソミオツネ トンボ,ホ ソミイ トトンボ
また,宇 治付近に限って生息するものには,オ オサカサナエ,コ ノシメ トンボ,ハ ッチ ョウ トン
ボとヒメアカネがいる。
半 翅 目
セ ミ 科:セ ミの種類 は豊富であって,そ の主な ものを生息季節別 に記す。 善
(春)ハルゼミ
(夏)アブラゼ ミ,エ ゾゼ ミ,ク マゼ ミ,コ 土ゾゼ ミ,チ ッチゼ ミ,ツ クツクボウシ,ニ イニイゼ
bミ,ヒグラシ
VI河 川の水質
京都盆地の2大 河川である鴨川 と桂川の水質 を主にして,京 都府(1989)による公共水域水
質測定結果 に基づいて,述 べる。
昭和43年(1968)より同63年(1988)までの20年間の河川の汚濁度 を示す1つ の指標で
ある生物学的酸素要求量BOD(注1)の推移 は図5の 通 りである。なお,測 定点 は図6の 通 り両
川それぞれの最下流地点にあたる京川橋 と宮前橋である。また,測 定値 は,年平均値である。
これによれば,測 定開始時の昭和43年(1968),には鴨川 は,51㎎/を,桂川は,21㎎/彦で,
両川にとって共に最悪の状態であったが,そ の後昭和47年(1972)には,鴨川 は11㎎/君,
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表10-(1)平 地
春(3～5月) 夏(5～8月) 秋(9～11月) .冬(12～2月)
市 ウ グイ ス,カ ワ ラ ヒワ,キ ジバ ト,,キレ ン ウグ イ ス,カ1ワ ラ七 バ,キ ジバ ト∫ス ズメ, カ ワ ラ ヒワ,キ ジバ ト,ス ズ メ,ツ グ ミ, イ ソ ヒ,カ ワラ ヒ ワ,キ ジバ ト,ス ズ メ,
街 ジ ャ ク,ス ズ メ,ツ バ メ,ト ビ,バ シボ γ
F
ツバ メ,ト ビ,ハ シ ボ ソカ ラス,ヒ ヨ ドリ トビ,・ハ シ ボ ソガ ラス,ヒ ヨ ドリ , ツ グ ミ,ト ビ,ハ シボ ソ,ガ ラス
地 ガ ラス.,ヒヨ ドリ
1
舞
難
アオ バ ズ ク,ア ト・り,イ カ リ,ウ グ イ ス,
エナ ギ.,カラ ス,∵カ シラ ダ カ,カ ワラ ヒ ワ,
1キジド1キジバ ト,キ レ ンジ ャ ク,コ ジ ュケ
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図5京 都 ・山科盆地の河川水のBOD
桂川は,17㎎/Qに再び急増した。その後の両川のBODの 変動状態 は並行的ではな くなった。
即ち,鴨 川では,そ の後の4年 間,昭 和52年(1977)までは,減少す ることなく,終 に24㎎
/君 の高 い値 に達 したが,そ の翌年 の昭和53年(1978)からは減 少 し始め,昭 和59年
(1984)には,約4㎎/君 の本川での最低値 になった。然 しその翌年から再び増加の一途 を辿
り始め昭和63年(1988)には,約8㎎/を になった。他方桂川では,そ の後の7年 間 は減少
傾 向が続 き昭和55年(1980)には,約6㎎/β まで減少し,以 後6～7.5㎎/②の範囲に止
まったが昭和63年(1988)には,約4㎎/君 の本川の最少記録を示 し,コ イ,フ ナの生息出
来る水質 になった。鴨川の水質 も,こ の程度にまで改善 されねばならない。
宇治川 と木津川は,前記の2河 川に比べると常に低い値で,1～3㎎/β の範囲にあって,
アユは勿論ヤマメやイワナも生息出来 る状態で,水 質は非常に安定している。
なお,京 都府は,こ れら2河川の京都盆地内での,全 河川域で,BODの 環境基準を図6の
通 りに設定 している。即ち,鴨 川では,そ の支流高野川の上流から三宅橋付近まで はBOD値
1㎎/彦以下のAA級 であるが～この地点より下流,賀 茂川および鴨川 との合流点 までは5㎎
/彦 以下のC級 で,こ の区間では,BOD値 が急に高 く,水質が悪 くなっているが,他 の支流
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賀茂川の方 は乞㎎/遡 以下のA級 で,比 較的良好な水質である。更に合流点 より下流,勧 進橋
までの区間 は,3㎎/を 以下のB級 で,高 野川の下流域より甘OD値 が低い。 これは,A級 の
支流賀茂川の水 との混合による結果である。更に勧進橋 より下流,桂 川 との合流点までの区間
は,8㎎/Q以 下のD級 である。次に,桂 川を見 ると,上流より渡月橋 までの区間は,A級 で
あるが,こ れ より下流,天 神川の合流地点近 くまでの区問は,B級 で,こ れより宇治川 との合
流点 までの最下流域では,8㎎/彦 のD級 となる。 この区間での水質の悪化 は,主 として天神
川のBOD値 の高い水が流入するためであると考えねばならない。更に京都 ・山科盆地の南部
を流れる宇治川 は,山科盆地 を集水域 とする山科川 を合流するまでは,A級 であるが,合 流後
は,B級 となって淀川,と合する。 この場合も山科川のBOD値 が高い結果ぞあると考えねばな
らない。宇治川 より更に南を流れる木津川は,盆地内では,全域がA級 で,盆 地内で は,最 も
水 の清浄な川である。
さて,図7は,京 都府が昭和62年度 と同63年度(1987,1988)に行った宇治川 と桂川につ
いての,最 上流から最下流 までの河川水のBOD観 測結果である。
先ず桂川については,最上流(弓 削川 ゆげ)よ り京都盆地への流入口に当る渡月橋 までの間
は,AA級 であるが∫盆地 内では,BOD値 の高い有栖川の流入 によってB級 に下るが,そ の
後BOD値 は高いが,有 栖川 よりは低い天神川の流入 によって,一 旦BOD値 は低下するが,
新 に,新 川,鴨 川の合流 によって再びBOD値 が急上昇 を続ける(昭和62年度の測定では,
特 に西羽束師川 と七間堀川流入後の地点で,盆 地内での最高値,7.5㎎/乏となる)。なお,昭
和62と63の両年度 を比較すれば,BQD値 は,全体 として,後 者の方が低い。特に盆地内で
は,有 栖川 を始め,そ れより下流域の支流のBOD値 が62年度 より低下 していると推定出来
る。次に,宇 治川では,桂川 と同様に,下 流に行 くにつれて,耳OD値 が徐々に増加 している
が,昭 和62年度には,特 に山科川の流入後の地点観月橋での観測値が本川の最高値,3㎎/
彦を記録 しているが,62年度には,2㎎/β に低下 している。 これ は山科川の水質 の改善の
結果であると推測出来るが,こ の推測の当否は,こ の様 な観測が少なくとも数年継続 して行わ
れた結果 によらねば,定 めることは出来 ない。唯々ここで,明 らかな事 は,大 きい河川の水質
が,各 河川に流入する支流の水質によって,極 めて大きい影響 を受けるという事実である。
次に河川 の健康項 目(注2)についての状況 は,表11の通 りであって,こ の表で見る限り,昭和
54年(1979)より同63年(1988)までの10年間に}ま,年間平均値 については,基 準値 を越
す値 は無かった ことがわかるが・個個の測定値 にっ恥て は・例え1ま・昭和48年度には・宇治
川水系の山科川の番所橋で検出 されてはな らない猛毒 のシアンが8検 体中の1検 体か ら,
0.2㎎/君,鉛については,鴨 川水系 の西高瀬川の西畑橋で8検 体中 匿検体か ら0.32㎎/を
く環境基準0.1㎎/遡以下)が 検出されている"然 し56年度以降は,環 境基準値 を越す もの
は検出されていないのであるかち,健 康項 目に関する陂 りは,盆 地内の河川の水質は,良 好に
保たれてい るといえよう。¶なお,最 後 に京都 と山科盆地を囲む山地を形成する諸岩石 と地層か
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図7主 要河川におけるBOD縦 断変化図(平 均)
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表11京 都 ・山科盆地の河川水の水質
(1)環境基準(健 康項 目)に ついての検出状況
年 度環境
項 目 基準 区分
54 55 56 57 58 59 60
カ ド
ミ ウ ム
0.01
㎎/君
以 下
m/n 0/1.0710/1.0730/1.0430/1.0060/9370/9350/913
0 0 0 0 0 0 0 0
シ ア ン
検出され
ないこと
m/n 0/8161:'1 0/8931::1 0/8780/8750/855
0 0 0 0 0 0 0 0
有 機 燐
検出され
ないこと
m/n 1 1 0/8 0/44 0/60 0/52 0/52
0 0 0 0 0 0 0 0
鉛
0.1
㎎/£
以 下
m/n 0/1:0690/1.0770/1.0430/1.oos0/9370/9350/915
0 0 0 0 0 0 0 0
ク ロ ム
(六価)
0.05
㎎/£
以 下
m/n 0/7640/6560/7250/8240/7560/7560/751
0 0 0 0 0 0 0 0
ひ 素
0.05
㎎/珍
以 下
m/n 0/6080/6510/6600/7610/7170/7150/745
%a 0 0 0 0 0 0 0
総 水 銀
0.0005
㎎/君
以 下
m/n 1/1.1291/1.113/1.0860/1.0461':1 0/9790/959
%a 0.09 0.09 0.09 0 o.lo 0 0
アルキル
水 銀
検出され
ないこと
m/n 0/1 0/1
0 0 0
PCB
検出され
ないこと
m/n 0/56 0/56 0/56 0/76 1:1 0/73 0/69
0 0 0 0 、 0 0 0 0
測 定 地 点 数
105 103 100 115 116 116 116
E117)(117)(120) (120>(120)(120) (120)
(注)1m/nのmは 環境基準超過検体数,nは 総検体数を示す。
2測 定地点数のうち,上段は健康項目測定地点数,()は 全測定地点数を示す。
3総 水銀については,環境基準超過検体があっても,0.0005㎎/彦未満が含まれている場合は,
0.0005㎎/Qを超える検体数が総検体数の37%未満であるときは環境基準達成 と評価する。
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(2)環境基準(健 康項目)超過検出地点一覧
61 62 63
年
度
項目名 水域名 河 川 名 測定 地点
検 出
最大値
m/n 備 考
0/8490/8440/848
48
カ ド ミ
ウ ム 鴨 川
由良川
木津川
鴨 川
由 良 川
木 津 川
京 川 橋
以 久 田橋
'
恭 仁 大 橋
0.015
0.027
0.017
2/48
1/12
1/48
0 0 0
0/7870/7830/788
シアン 宇治川
鴨 川
山 科 川
西高瀬川ワ
番 所 橋
松 原 橋
0.2
0.6
1/8
,;0 0 0
0/52 0/39 o/ss 鉛 宇治川
鴨 川
桂 川
舞鶴湾
山 科 川
西高瀬川
桂 川
伊佐津川
中 野 橋
高 畑 橋
保 津 大橋
相 生 橋
0.17
0.32
0.2
0.63
1/48
2/8
1/12
1/48
0 0 0
0/8500/8440/848
0 0 0
49
鉛 桂 川
鴨 川
木津川
天 神 川
西高瀬川
山 田 川
東海道線下
高 畑 橋
城 下 橋
0.15
0.38
0.12
1/24
1/8
Z/12
0/7080/7050/710
0 0 0
'50
シアン 鴨 川 西高瀬川 松 原 橋 0.49 1/8
0/7130/7050/710
鉛 桂 川
鴨 川
木津川
園 部 川
西高瀬川
山 田 川
神 田 橋
高 畑 橋
城 下 橋
0.15
0.11
0.11
1/6
1/8
1/12
0 0 0
0/8270/8710/872
51 鉛 宇治川 山 科 川 中 野 橋 0.12 1/24
0 0 0
52
鉛 宇治川
鴨 川
東高瀬川
西高瀬川
新竹田出橋
高 畑 橋
η
0.22
0.20
1/12
1/12
53 鉛 宇治川 東高瀬川 新竹田出橋 0.22 1/12
0/68 0/60 0/59 54 な し
55 鉛 守治川 嬰小寺川愉 ケ崎橋 0.12 1/120 0 0
56 な し
110 110 111
57 な し
(123)(123)(123)
w
58 な し
59 な し
60 な し
61 な し
62 な し
63 な し
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らは,自然状態では,決 して健康項目に属する諸物質が,環 境基準 を越す量,盆 地の何れの河
川にも流出することは決 して無い ということを述べてお く。
(注1)BOD(生 物学的酸素要求量):BiologicalOxygenDemandの略称で,水 中に増殖
する好気性微生物の呼吸によって消費される容存酸素量である。従って水中の有機物汚
染度 を示す重要な尺度になる。
(注2)健 康項目:こ れは,工場及び事業場か ら公共用水域 に排出される水の排出を規制する
こと等によって,公 共用水域の水質の汚濁の防止 を図 り,もって国民の健康 を保護する
とともに生活環境 を保全 し,並 びに工場及び事業場から排出される汚水及び廃液に関し
て人の健康に係 る被害を生 じた場合における事業者の損害賠償の責任について定めるこ
とにより,被害者の保障を図ることを目的 として定められた水質汚濁防止法の第2条,
第2項1号 で定める物質を指すのであって,物 質の詳細 は,水質汚濁防止法施行令第2
条に定められた次に記す物質 を指す通称が健康項 目である。
(1)カドミウム及びその化合物
(2)シアン化合物
(3)有機燐化合物(ジ エチルパラニ トロブエニルチオホスフエイ ト(別名パラチオ ン),
ジメチ2レパ ラニ トロフエニルチオホスヘイ ト(別名メチルパ ラチオ ン),ジメチルカプ
トエチルチオホスフエイ ト(別名 メチルジメ トン)及 びエチルパラニ トロフエニルチオ
ノベンゼンホスホネイ ト(別名EPN)に 限る。)
(4)鉛及びその化合物
(5)六価クロム化合物
(6)砒素及びその化合物
(7)水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物
(8)ポリクロ リネイテツ ドビフエニル(別 名PCB)
VII健康上からみた大気の質
健康上か ら京都 ・山科盆地の大気の質 を考える場合,最 大の問題 となるのは自動車の排出ガ
スである。吠 気汚染防止法及び同法施行令によれば,健 康に悪影響 を及ぼす自動車排出ガスは,
一酸化炭素,炭化水素,鉛 化合物,窒 素酸化物及び粒子状物質 としてあるが,こ れに硫黄の酸
化物 を加える必要がある。幸い我が国では1977年4月か ら全ガソリンの無鉛化が実施 された
ので,鉛化合物の心配は無 くなった。なお,こ こでは,自動車の排出ガスの健康に及ぼす害に
っいては,深 くは触れないが,前 記の物質が全体 として,健 康を傷つける結果,慢性気管支カ
タルや喘息を起 し目の粘膜の刺激や視力障害を起 し,呼吸器系のガンの原因にもなることだけ
一76一
京都 ・山科盆地の自然(II)
述べておかねばな らない。
さて,京 都府が昭和63年(1989)度に京都 と山科盆地で実施 した大気汚染測定結果に基づ
いて,考 察 を進 めてみよう(注)。
先ず,図8と 表12は,二 酸化窒素(NO2)の経年変化 を示すものである。 これ等によれば
(NO2)に関しては,盆地内の大気 は,昭和50年(1975)以来同63年(1988)に至るまでの
13年間は,殆 ど改善が認 められず,盆 地中央に当る京都市内の自動車交通量の多い観測地点
(京都市内自排局)の 年間平均値 は,0.032から0.035ppmの範囲にあり,一般観測地点(京
都市内一般局)の 年間平均値は,0.021から0.026ppmの範囲にある。そして自動車交通量の
多い場所 は,一 般の場所 より約0.01ppm即ち一般の場所 より約43%も多い。なおまた,表
11からは,盆 地の中心に位置する京都市の中でも,特 に南部に当る測定局南での年平均が,
他より常 に高 く,同 じ南部で も自動車交通の多い自排南 と,自排大宮で は,常 に極めて高 く,
61,62,63の年平均値 は,京 都市内自排局平均に くらべ自排大宮では,61,62,63の順 に記
せば,各 年それぞれ11%,21%,18%高く,自排大宮では,各 年それぞれ21%,27%,21%
高い。更 に,京都市内一般局平均 と,同様 な方法で比較すれば,自 排南では,各年それぞれ,
63%,67%,58%高く,自排大宮では,実 に75%,75%,67%も高sくなっていることがわか
る。次に,図8と 表13に よって二酸化硫黄(SO2)の経年変化をみると,盆地の中心,京 都
市内では,昭 和45年(1970)以来同60年(1985)までの15年間年間は減少一途 をたどり,
最初0.040ppmであったのが,0.006ppmまで減少 した。 これ は実に最初の量 に対する85%
の減少 に相当するが,そ の後3年 間 には再び増加 の傾 向を示 し,63年(1988)には,0.007
ppmとなった。盆地の北部 と南部でもほ ぐ同様の傾向が見 られ る。表12には,各観測点毎の
観測値の年平均値が示されているが,何 れの観測地点において も前記 と同様の傾 向が見 られる
が,盆 地の中心の京都市内でも,南部の測定局である南 の年平均値が,NO2の場合 と同様 に,
他の何れの測定局の値より常 に高いことがわかる。
第3に 光化学スモッグ注意報発令状況 の推移が図9に 示 されているが,周 知の通 り光化学ス
モッグの最大原因が大気の汚染にあるのだから,注意報発令 日数 と大気の汚染度 との問には正
の相関関係が あることは当然である。 この視点からこの図 を見れば,観 測が開始 された昭和
48年(1972)'から同63年(1988)までの16年間のうち,最 初の2年 間 は,年間発令 日数が
18回であったが,そ の後2年 間は11回6回 と減 じたが52年度には再び増加して9回 となる。
その後 は,63年度(1988)まで,3回 か ら5回の間で増減 を繰 し,横逼の状態である。従っ
て昭和52年(1977)以降は,大 気汚染が改善されないままであるといえる。
最後に大気中の浮遊状物質を,表14に基づいて考察する。昭和63年度(1988)では,盆地
の中心部の京都市(山 麓の左京 と西京を除 く)では,年 平均値が0.034～0.057㎎/㎡であっ
て,自 動車の交通量の少ない左京,西 京での,夫 夫0.023,0.028㎎/㎡に比べ,約1.8倍の
多量である。また浮遊粒子状物質の発生源が,自 動車の排気 と,自動車のタイヤと道路表面 と
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年平均値(ppm)
0.040
0.030
o.ozo
o.oio
50 515253545556 5758 59 60 61 6263
年度
図8京 都 ・山科盆地における二酸化窒素の経年変化
一78一
京都 ・山科盆地の自然(II)
表12二 酸化窒素(NO2:経年変化)
市 町 測 定 局 年 平 均 値(ppm)
50年度 59 60 61 62 63
京 都 市 市 役 所
壬 生
南
伏 見
山 科
左 京
西 京
久 我
北
醍 醐
自 排 南
自 排 大 宮
自 排 山 科
自 排 上 京
自 排 西 ノ 京
自 排 桂
0.033
0.022
0.028
0.025
0.027
0.022
0.022
0.026
:
0.042
0.035
0.033
0.028
0.028
一
0.020
0.020
0.032
0.023
0.019
0.012
0.015
0.021
0.018
0.025
0.038'
0.038
0.035
0.032
0.031
0.023
0.024
0.023
0.036
0.024
0.022
0.018
0.021
0.024
0.021
0.024
0.040
0.043
0.036
0.034
0.032
0.026
0.026
0.021
0.032
0.028
0.023
0.021
0.022
0.024
0.021
0.039
0.039
0.042
0.033
0.029
0.029
0:021
0.027
0.021
0.029
0.028
0.025
0.022
0.023
0.021
0.022
0.025
0.040
0.042
0.034
0.029
0.032
0.022
0.025
0.021
0.Q32
,'
0.028
0.024
0.018
0.023
0.025
0.021
0.024
0.038
0.040
0.035
0.029
0.031
0.023
向 日 市 向 陽 0.019 0.019 O.Oi8 0.018 0.019 0.018
大 山崎 町 大 山 崎 一 0.016 0:016 o.ols 0.018 O.Q18
宇 治 市 宇 治
東 宇 治
0.015
一
o.oi7
0.ois
0.017
0.017
0.018
0.018
0.020
0.020
0.021
0.020
久 御 山町 久 御 山 0.019 0.020 0.021 0.020 0.022 0.024
城 陽 市 城 陽 0.025 o.oi7 0.016 0.016 0.019 o.oi7
八 幡 市 八 幡
国設京都八幡
0.012
111:
0.022
0.016
0:021
0.ols
0.021
0.016
0.022
0.017
0.024
0.olo
田 辺 町 田 辺 (0.022)0.013 0.014 0.014 0.016 0.016
精 華 町 精 華 一 0.011 o.oll o.oii O.OI3 0.013
木 津 町 木 津 0.029 0.011 0.012 o.oli 0.013 o.al3
亀 岡 市 亀 岡 一 111: 0.009 111: 0.009 0.009
綾 部 市 綾 部 一 一 0.009 o.olo 0.010 0.012
福 知 山市 福 知 山
六 人 部
長 田 野
0.017
111:
0.007
aolo
O.005
0.007
o.olo
O.005
0.007
o.olo
O.005
0.007
o.olo
O.005
111:
0.010
0.005
0.007
舞 鶴 市 西 舞 鶴
東 舞 鶴 :
0.012
0.olo
0..012
0.oio
0.011
0.009
0.013
0.oio
0.012
0.oio
宮 津 市 宮 津 一 0.005 0.004 0.005 0.006 0.005
長 岡京 市 長 岡 京(自 排) 0.022 0.022 0.025 0.017 0.021 0.023
八 幡 市 国道1号(自排) 一 一 一 一 0.039 0.036
(注)1.ザルツマン係数は0.84として算出した。
2.年 鑑を通 じて測定時間が6,000時間に達 しない場合の年平均値 は()で 示 した。
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図9京 都 ・山科盆地におけう二酸化硫黄あ経年変花
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京都 ・山科盆地の自然(II)
表13二 酸化硫黄(SO2:経 年変化)
市 町 測 定 局
年 平 均 値(ppm)
45年度 50 59 60 61 62 63
京 都 市 市 役 所
壬 生
南
伏 見
山 科
左 京
西 京
久 我
醍 醐
自 排 桂
0.035
0.052
0.048
0.051
0.032
0.034
0.028
:
一
o.oi7
0.031
0.019
0.019
(0.013)
0.022
0.013
0.021
:
111:
0.009
0.011
!11:
0.007
0.006
0.004
0.006
0.006
0.005
0.007
111:
o.olo
O.008
0.005
0.005
0.004
0.005
0.006
0.004
0.006
111:
o.olo
!11:
0.004
0.006
0.004
0.006
0.006
0.004
0.006
1il:
0.010
0.009
0.007
0.006
0.005
0.006
0.007
0.005
0.006
0.oio
O.010
0.009
0.006
0.006
0.005
0.007
0.006
0.006
向 日 市 向 陽 0.020 111: 0.0040.0040.0040.0040.004
大 山崎 町 大 山 崎 一 一 0.0060.0060.0060.0060.005
宇 治 市 宇 治
東 宇 治
0.023
一
0.014
一
0.005
0.004
0.006
0.004
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
久 御 山 町 久 御 山 0.026(0.022)0.0060.0050.0050.0060.005
城 陽 市 城 陽 一 0.0190.0050.0040.0040.0040.005
八 幡 市 八 幡
国設京都八幡
0.022
一
0.011
0.olo
o.007
0.006
0.006
0.006
0.006
0.006
0.006
0.006
o.007
0.005
田 辺 町 田 辺 一 o.oll0.0050.0050.0050.0050.005
精 華 町 精 華 一 一 0.0040.0040.0040.0050.005
木 津 町 木 津 一 (0.007>0.0040.0030.0040.0040.004
亀 岡 市 亀 岡 一 一 0.0030.0040.0040.0030.003
綾 部 市 綾 部 一 一 一 0.0030.0060.0030.004
福 知 山市 福 知 山
六 人 部
長 田 野
二
一
0.009
0.009
0.olo
0.003
0.002
0.004
0.003
0.002
0.004
0:004
0.002
0.004
0.004
0.002
0.004
0:005
0.002
0.004
舞 鶴 市 西 舞 鶴
東 舞 鶴 二
0.024
11!:
0.010
0.004
0.011
0.004
111:
0.004
0.012
0.004
0.009
0.004
宮 津 市 宮 津 一 0.0040.0030.0030.0030.0030.003
八 幡 市 国道1号(自排) 一 冖 一 一 冖 0.0230.025
(注)1年 間を通 じて測定時間が6,000時間に達 しない場合の年平均値は()で 示した。
2醍 醐 ・自排桂 ・大 山崎 ・東宇治 ・国設京都八幡 ・精華 ・亀岡 ・綾部 ・国道1号
(自排)に っいては,初年度か ら測定機種 は高感度型で測定 している。 また久御山
(51年度)か ら,左 京 ・久我(52年度か ら),向陽 ・宇治 ・八幡(54年度か ら),
壬生(55年度か ら),市役所(56年度から),南・伏見 ・西舞鶴 ・宮津(57年度か
ら),山科 ・城陽 ・田辺 ・福知 山 ・長田野(58年度か ら),西京 ・木津 ・六人部
(59年度か ら)は,測 定機種を高感度型 に変更 している。
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図10京 都 ・山科盆地における光化学スモック注意報発令状況の推移
の摩擦 によって飛び散 るタイヤの微粉 と,道路舗装材 の微粉であることは,「京都市欄の中で,
自排南(注),自排大宮等の自動車交通量の多い地点に設けられた観測点(自 排上京 と自排桂 は,
上京,桂 地域では自動車交通量の多い地点ではあるが,他 の地域の自排地点に比べれば交通量
は少ない)の それぞれの年平均値の平均値は,そ の他の9観測地点のそれの,約1.2倍強であ
ること,特 に国道一号線の始点近 くに当る自排大宮の年平均値 は,先 の9観 測地点の年平均値
の平均値の約1.6倍であること及び,京 都盆地の南端八幡市では,国道に面 した観測点国道1
号(自 排)の 年平均値 は,同 市 内の普通 の場所である八幡観測点でのそれの実 に3.3倍であ
る。」 という事実から明らかである。
上述の通 りに,京都 と山科盆地の大気中のNO2,SO4,光化学スモッグの発生回数及び浮遊
粒子状物質の主要原因が自動車にあることが明瞭であるのだから,大気 を清浄にするには,自
動車の排ガス規制を厳 しくすることによって,日 本の高度技術が,少 な くとも窒素酸化物,硫
黄酸化物等の有害排ガス物質を殆 ど皆無にするために生かされるように行政面か らの刺戟を与
えることが必要である。 自動車業界 は,今 こそ率先して,人類の健康保持のだめに貢献すべ き
である。更に,自 動車による浮遊粒子状物質を減少させるためには,道路舗装材料 と舗装技術
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表14浮 遊粒子状物質(SPM年 間値)
昭和63年 度
市 町 測 定 局
有 効 測 定 年 平 1時 間 値 が
0.20㎎/㎡を
超 えた時 間 数
日 平 均 値 が
0.10㎎/㎡を
超 えた 日数 と
1時間
値 の
日平均
値 の
2
日平均 値 が
0ユ0㎎/㎡を
超えた日が2
日以上連続し
環 境 基 準 の長
期 的 評価 に よ
る 日 平 均 値
0.10㎎/㎡を 測 定 方 法
1ヨ 数 時 間 均 値 とそ の割 合 そ の 割 合 最高値 除外値 た こ との有 無 超 え た 日数
(日) (時間) (mg/m9)(時間) (%〉 (日) (%〉 (mg/mg)(mg/mg)(有×無 ○) (日)
京 都 市 市 役 所 356 8,609 0.037 5 0.1 5 1.4 0.230 11・ ・ X 2 べ一タ線吸収法
壬 生 364 8,684 0.035 0 0.0 4 1.1 0.199 0.088 X 2 II
南 354 8,473 0.043 42 0.5 13 3.7 0.469 0.130 X 10 光散乱法
伏 見 356 8,516 0.041 19 0.2 10 2.8 0.323 o.ii7 X 8 II
山 科 355 8,529 0.036 1 0.0 4 1.1 0.204
'0
.092 X 2 べ一タ線吸収法
左 京 354 一:. 0.023 0 0.0 0 o.o 0.149 0.056 0 0 ノノ
西 京 343 8,397 0.028 0 0.0 0 0.0 0.185 0.073 0 0 ノノ
久 我 351 8,517 0.042 16 0.2 11 3.1 0.331 o.ilo X 9 〃
醍 醐 362 8,649 ,'II 2 o.o 9 2.5 0.209 0.105 X 7 ノノ
自 排 南 360 .,. 0.047 12 o.i 14 3.9 0.256 o.uo X 11 ノノ
自 排 大 宮 362 8,708 0.057 64 0.7 25 6.9 0.273 0.131 X 23 ノノ
自 排 山 科 364 8,722'0.049 21 0.2 12 3.3 0.274 0.132 X 10 〃
自 排 上 京 364 ... 0.034 2 0.0 4 1.1 0.223 0.085 X 2 II
自 排 西 ノ 京 266 6,3840.050 14 0.2 10 3.8 0.2650ユ21 X 8 II
自 排 桂 363 ... 0.037 1 0.0 6 1.7 0.220 0.091 X 2 ノノ向向 日 市 向 陽 365 8,723 0.038 9 o.i 4 1.1 0.248 0.080 0 0 n
大 山 崎 町 大 山 崎 353 8,587 0.025 1 0.0 1 0.3 0.205 0.058 0 0 ノノ
宇 治 市 宇 治 358 8,647 0.025 9 o.i 3 0.8 0.259 0.080 X 3 77
東 宇 治 361 8,670 0.025 0 0.0 0 0.0 0.183 0.063 0 0 A
久 御 山 町 久 御 山 362 8,693 0.045 12 o.i 5 1.4 0.251 0.095 0 0 II
城 陽 市 城 陽 335 8,007 0.030 .2 0,0 1 0.3 0.265 0.075 O 0 〃
八 幡 市 八 幡 364 8,719 0.026 5 o.i 3 0.8 0.282 0.080 O 0 71
国設 京都 八幡 365 8,738 0.040 28 0.3 9 2.5 0.285 0.107 X 7 〃
田 辺 町 田 辺 364 8,?24 0.022 0 o.o 0 0.0 0,186 0.059 0 0 〃
精 華 町 精 華 365 8,7300.024 0 0.0 0 0.0 0.195 0.062 O 0 n
木 津 町 木 津 360 :: 0.021 1 0.0 0 0.0 0.24? 0.063 0 0 ノノ
亀 岡 市 亀 岡 360 8,603 0.050 77 0.9 19 5.3 0.339 0.131 X 15 〃
綾 部 市 綾 部 365 8.,7110:039 5 o.i 0 0.0 0.266 0.069 0 0 II
福 知 山 市 福 知 山 331 7,934 0.023 0 0.0 0 0.0 0.168 0.057 0 0 ノノ
.六 人 部 355 8,509 0:014 0 0.0 0 0.0 0.159 0.061 0 0 n
長 田 野 349 8,500 0:02 0 0.0 0 o.o 0.159 0.061 0 0 ノノ
i舞 鶴 市 西 舞 鶴 335 8,012 0.017 0 0.0 0 0.0 0.151 0.042 0 0 ノノ
東 舞 鶴 306 7,551 0.024 0 0.0 ・0 0.0 0.128 0.062 0 0 II
宮 津 市 宮 津 364 8,715 o.oio 0 0.0 0 0.0 0.084 0.033 0 0 II
八 幡 市 国道1号(自 排) 365 8,731 11:. 139 1.6 107 29.3 0.332 0.159 X 107 II
(溝)1.「 環 境 基 準 の長 期 的 評 価 に よ る 日平 均 値0.10mg/㎡を超 えた 日数」 とは,日 平 均 値 の 高 い 方 か ら2%の 範 囲 の 日平 均 値 を除外 し た後 の 日平 均 値 の う
ち0。IOmg/㎡を超 え た 日数 で あ る。
た だ し,日 平均 値 が0.10mg/㎡を超 えた 日が2日 以 上 連 続 した延%除 外 該 当 日 に入 っ て い る 日数 分 につ い て は除 外 しな い。
2.光 散 乱 法 と は,相 対 濃 度計 の指 示 値 を浮 遊 粒 子 状物 質(粒 径10ミ ク ロ ン以 下 の もの)の 重 量 濃度 へ の換算 す る方 法。
べ 一 タ線 吸収 法 とは,大 気 中 の浮 遊粒 子 状 物 質 を ろ紙 上 に捕 集 した う えでべ 一 タ線 を照 射 し,、そ の透 過線 量 を測 定 し,質 量 濃度 を求 め る 方法 。
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表15大 気汚染常時監視測定局所在地及び測定項目
(平成元年3月31日)
Na
測 定 地 点 用地
地
域
二
酸化
硫黄
浮物浮
鵜黴
光シ
隼ダ鯨
窒素酸化物 炭化水素 一
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一窒
酸化素
二窒
酸化素
メ
タ
ン
斐
多
風
向
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速
温
度
湿
度
日射
量
放収支
射量測 定 局 所 在 地
1 市 役 所 京都市中京区寺町御池上ル役所 商 0 0 0 0 0 ◎ 0
2 壬 生 京都市中京区壬生東高田町市南消防署 塋 OO 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 南 京都市南区西九条菅田町市伏見区役所 奎 0 0 0 O 0 0 O
4 伏 見 京都市伏見区東組町市伏見区役所 奎 0 ◎ 0 0 0 O 0
5 山 科 京都市山科区御陵四丁野町薬科大学南校舎 住 0 0 0 0 0 ◎ 0
6 左 京 京都市左京区高野東開町高野福祉施設合同会館 住 0 0 0 0 0 ◎ 0
7 西 京 京都市西京区樫原三宅町樫原小学校 住 0 O 0 0 0 O 0
8 久 我 京都市伏見区久我東町神川小学校 住 ◎ 0 0 0 0 0 0
9 北 京都市北区紫野花の坊町市薬只隣保館分室 商 0 O 0 O 0
10醍 醐 京都市伏見区醍醐鍵屋町池田小学校 住 ◎ O 0 0 0 0 ◎ ◎ O 0 ◎ 0
11 京 都 タ ワ ー 京都市下京区烏丸通七条下ル東塩小路町 京都タワー 商 0 O O 0
12 自 排 南 京都市南区西九条南田町南区総合庁舎 商 0 0 0 d O ◎
13 自 排 大 宮 京都市中京区市場大宮錦大宮町市場大宮交差点 商 OO 0 0 O 0 ◎
14 自 排 山 科 京都市山科区椥辻池尻町山科総合庁舎前 ・ 商 0 0 0 0 0 0
15 自 排 上 京 京都市上京区鳥丸通上立売上ル市染色試験条 住 0 0 O O 0 ◎
16 自排 西 ノ 京 京都市中京区西ノ京中保町北野中学校 商 0 0 0 O 0 ◎
17 自 排 桂 京都市西京区川島有栖川町 商 0 0 0 0 ◎
18 自排四条河原町 京都市下京区四条河原町四条河原町交差点 商 0
19向 陽 向日市森本町天神森 住 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20大 山 崎 大山崎町円明寺松田大山崎中学校 住 0 0 0 0 0 0 O O 0
21宇 治 宇治市宇治若森宇治保健所 住 0 ◎ 0 0 0 0 O 0 0
22 東 宇 治 宇治市五ヶ庄三番割治小学校 住 0 0 0 0 0 0 ◎ 0 0
23久 御 山 久御山町坊ノ池高河原久御山中学校 未 0 O 0 0 0 0 ◎ ◎ 0 0 0
24城 陽 城陽市寺田林ノロ南寮 住 O 0 0 0 0 0 ◎ ◎ 0
25八 幡 八幡市八幡官有地近畿地建八幡見張所 未 0 0 0 ◎. 0 0 ◎ 0 0
26国設京都八幡 八幡市男山雄徳たんぽぽ公園内 住 ◎ 0 0 0 0 O ◎ O ◎ 0 0 0 0
27 田 辺 田辺町田辺明田田辺総合庁舎 未 0 0 0 O 0 O ◎ ◎ 0
"28精 華 精華町下狛河原田北小学校 未 0 0 0 O 0 0 ◎ 0 0
29木 津 木津町木津上戸木津総合庁舎 未 O 0 0 0 0 0 ◎ 0 0
30亀 岡 亀岡市余部町五反田農業総合研究所 未 0 0 0 0 0 0 ◎ 0 0
31綾 部 綾部市宮代町土代36営住宅内 住 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32福 知 山 福知山市岡ノ町伯耆丸公園 住 0 0 0 0 0 0 0
33六 人 部 福知山市大内庵戸 未 0 0 0 0 0 0
34長 田 野 福知山市大池坂町京都府長田野住宅団地 住 0 O O 0 0 0 0
35西 舞 鶴 舞鶴市倉谷村西舞鶴保健所 奎 0 0 0 0 0 0 0
36東 舞 鶴 舞鶴市溝尻新舞鶴小学校 住 0 0 0 0 O 0 0
37宮,津 宮津市吉原保健所 未 O 0 O 0 0 0 0
38長 岡京(自排) 長岡京市開田 ・長岡京市役所 商 0 0 O 0 0
39 国道1号(自排) 八幡市津堂田地内 住 0 0 0 0 0 0 0
40 国道171号(自排) 大山崎町字茶屋地先 未 O 0 O 0
1。 ◎ はテ レメー タ化 され ている ものであ る。
2.Na12～18及び38～40は自動車排出ガス測定局で ある。
3.No.3、4は浮遊粉 じんを測定 してい る。
4.Nd11,18は環境 基準適用除外局で ある。
5.上 表 の ほか,.比叡 山山頂 に風 向 ・風速計 ・温度計(テ レメーター化)が 設置 され ている。
6.No40は昭和63年度 に整備 し,平 成元年度か ら大気測定 を実施 してい る。
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の研究を国家 と業界が全力を上げて推進 しなければならない。
(注)表15に大気観測地点と観測項 目を示す。
お わ り に
本稿は,佛 教大学教育学部論集(1989)に掲載した同表題の論文の後編 として草したもので
あって,生 物 と人間の健康上から見た主要な無機的生活環境(河 川水 と大気)に っいて述べた。
若 し,こ の拙論が,い ささかな りとも,教授者の教材研究を通 じて教育現場で役立てて頂ける
ならば著者の本懐 とするところである。
終 りに臨み,著 者が利用させて頂いた諸文献 の著者に心か ら感謝の意を表する次第である。
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